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ガボン共和国  

シュバイツァー病院 

 
寄贈された救急車２台 

（左から東近江行政組合、佐倉市八街市酒々井町消防組合供出車両） 
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ご報告：ガボン共和国シュバイツァー病院 救急車寄贈事業 
 

平成２８年度在ガボン共和国「草の根・人間の安全保障無償資金協力」のもと、同国シュ

バイツァー病院へ日本の自治体より無償譲渡いただいた車両２台を寄贈しました。 

車両到着後の２０１７年１０月２８日に日本大使館立会いのもと引渡しが完了しましたの

で、ご報告します。 

 

＜寄贈概要＞ 

アフリカ 

ガボン共和国 

モワイエン・オグエ州 

ランバレネ市 

  	
Google Map より 

 寄 贈 先：ガボン共和国 アルベール・シュバイツアー病院 

（ランバレネ・アルベール・シュバイツアー病院国際財団） 

       

 寄贈物品：救急車 ２台 

 

 

 

 

 

 要請背景：アルベール・シュバイツアー病院は 1913 年ノーベル平和賞受賞者のシュバイ

ツァー博士により設立したランバレネ市の基幹病院で、周辺地域からも多くの

患者を受け入れ年間約 3000 件の診察を行っているが，患者搬送手段がなく、

高度医療設備のある首都リーブルビルへの搬送もできない状況にあった。 

 

 寄贈資金：在ガボン共和国日本国大使館ＯＤＡ 

     「草の根・人間の安全保障無償資金協力」による支援（事業費約 600 万円） 

 

 輸出時期：２０１７年５月（６月到着） 

 

 引 渡 式：２０１７年１０月２８日 

 主な出席者 

      ガボン共和国 シュバイツアー国際財団 ダニエル・ストフェル理事長 

    モワイエン・オグエ州保健センター所長 

    アルベール・シュバイツアー病院関係者ほか 

      日本国大使館 佐藤 正明 特命全権大使 

 車種 ご供出元 

1 救急車 東近江行政組合 

2 救急車 佐倉市八街市酒々井町消防組合 ※順不同 
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ご報告：ガボン共和国シュバイツァー病院 救急車寄贈事業 

 

平成２８年度在ガボン共和国「草の根・人間の安全保障無償資金協力」のもと、同国シュ

バイツァー病院へ日本の自治体より無償譲渡いただいた車両２台を寄贈しました。 

車両到着後の２０１７年１０月２８日に日本大使館立会いのもと引渡しが完了しましたの

で、ご報告します。 

 

＜現地写真＞ 
 

１  

＜寄贈先＞ 

 

救急車の寄贈先アルベール・

シュバイツァー病院全景 

 

首都リーブルヴィルから東へ

内陸約 600 ㌔移動したランバ

レネ市内に位置している。 

 

２  

＜寄贈車両＞ 

 

左から滋賀県東近江行政組

合 、 千 葉 県 佐 倉 市 八 街 市

酒々井町消防組合より供出を

受けた救急車 

 

現 地 到 着 後 、 車 体 へ

「AMBULANCE」の文字ステッ

カー等が貼り付けられた。 
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３ 

 

＜引渡式＞ 

 

スピーチをするシュバイツア

ー国際財団 ダニエル・ストフ

ェル理事長 

 

ストフェル理事長は「救急車

の寄贈は近隣住民への医療

サービス向上に大きく貢献し

ます」と感謝の言葉を述べ

た。 

 

 

４ 

 

＜引渡式＞ 

 

握手を交わす在ガボン共和

国日本大使館 佐藤 正明 

特命全権大使（右）とストフェ

ル理事長 

 

佐藤大使は「患者の速やかな

病院搬送に役立てて欲しい」

と期待を述べ、ストフェル理事

長は「日本の皆さんから寄贈

を受けた救急車を大切にしま

す」と応じた。 

 

 

５ 

 

＜引渡式＞ 

 

寄贈救急車 2 台の前で、関

係者による記念撮影 

 

右端から 4 番目に佐藤大使、

8 番目にストフェル理事長 

 

医療行為も行えるように設計

された日本の救急車を見て、

関係者から日本の支援に対

する感謝の言葉が多く寄せら

れた。 
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＜報道記事・原文＞ 

１１月４日 ＵＮＩＯＮ紙 

 
 

＜報道記事・和訳（抜粋）＞ 

 

アルベール・シュバイツァー病院にて救急車 2台が引渡されました。 

 10 月 28 日，在ガボン共和国 佐藤 正明 特命全権大使は救急車 2台をアルベ

ール・シュバイツァー病院へ引渡しました。当日はアルベール・シュバイツァー

国際財団ダニエル・ストフェル理事長、モワイヤン・オグエ州の保健行政を統括

する保健センター所長、また地域の政治，行政関係者らが出席しました。 

 佐藤大使は式の中で事業スキーム「草の根・人間の安全保障無償資金協力」の

枠組みを紹介、また本事業を提唱した元駐日ガボン共和国特命全権大使 ジャ

ン・クリスチャン・オバム氏の尽力に触れながら、事業経費 3000 万フラン（約

600 万円）となった寄贈救急車 2台について、「病人や妊婦，負傷者は適切な状

態で病院にすぐに搬送することが可能になる」と述べました。 

 

 ストフェル理事長は両国の協力の成果を歓迎し、「今日はとても特別で喜ばし

い日になりました。高度な技術機器も備えた救急車を日本の皆さんからいただき、

私達は大変嬉しく思います。近隣住民も恩恵を受け、医療の質の向上に貢献する

と確信しています。」と述べました。 


	報告書－H28ガボン　1部
	報告書－H28ガボン　2部
	報道記事

